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新しい復興の息吹きを見せる赤池町の総合開発地。施設が整備され、新興住宅が建ち並ぶ ト
 

初
日
の
光
が
雄
大
な
福
智
の
 

峰
々
を
赤
く
染
め
上
げ
、
や
が
 

て
陽
光
の
か
す
か
な
ぬ
く
も
り
 

が
、
上
野
の
里
、
赤
池
の
町
へ
 

と
広
が
っ
く
s
V
。 

85 

年
の
幕
あ
け
。
伝
統
と
文
 

化
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
新
し
い
復
 

興
の
息
吹
き
を
見
せ
る
赤
池
町
。
 

い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
 

が
、
新
た
な
年
の
厳
粛
な
幕
あ
 

け
を
感
じ
る
。
 



(a） 第264 号 広 報 あ か い け 昭和60年1月1日 

ト街頭で人権尊重を訴える84準ミスほほえみの長崎弘子さん、 
蒼い会の田中浩二さんら， 

健康家族のみなさん・ 

あけましておめでとう ございます 
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本
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か
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い
新
年
を
迎
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こ
と
 

旧
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炭
地
か
ら
の
復
興
の
た
め
、
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処
す
る
た
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、
今
年
度
は
、
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ら
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と
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の
反
省
を
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、
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予
算
基
準
の
中
で
、
社
会
保
障
関
 

に
、
町
民
意
識
や
価
直
観
も
大
き
く
変
 

に
凋
和
の
と
れ
た
、
人
間
中
心
社
会
の
 

ま
い
進
い
た
す
所
存
で
あ
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す
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申
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上
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す
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す
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係
や
産
炭
地
振
興
経
費
を
は
じ
め
と
す
 

る
、
高
率
補
助
金
の
一
割
カ
ッ
ト
な
ど
 

町
民
の
皆
さ
ま
新
年
お
め
で
と
う
 

を
中
心
と
し
た
緊
縮
予
 

騒
 

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
ン
ー
リ
ノ
グ
の
国
 

貌
し
、
行
政
に
対
す
る
期
待
は
！
段
と
 

建
設
を
目
ぎ
す
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
 

鷺
綴
麟
 

複
雑
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
 

「
も
の
」
か
ら
 
「
心
」
「
量
」
 
か
ら
「
質
」
 

加
を
願
い
、
胸
を
張
っ
て
後
世
に
誇
 

の
時
代
へ
と
視
点
の
転
換
が
求
め
ら
れ
 

れ
る
 
「
ふ
る
さ
と
赤
池
」
 
を
築
い
て
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こ
ん
に
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、
わ
が
国
の
行
財
政
改
革
 

昨
年
十
一
月
本
町
に
お
い
て
第
二
次
 

土
台
で
あ
る
こ
と
は
、
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も
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も
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へ
の
財
政
措
置
を
削
減
し
、
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赤
池
町
総
合
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
 

り
な
い
と
思
い
ま
す
。
住
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重
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間

 

十
一
月
四
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
 

は
人
権
週
間
で
し
た
が
、
赤
池
町
で
は
 

「
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
を
と
お
し
て
、
 
一 

人
ひ
と
り
の
人
権
思
想
を
高
め
よ
う
」
 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
①
部
落
差
別
を
な
 

く
そ
う
。
②
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う
。
 

③
障
害
者
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
。
 

の
三
大
重
点
目
標
で
色
ん
な
取
り
組
み
 

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

四
日
に
は
、
三
枝
P
T
A
、
保
育
所
 

父
母
の
会
な
ど
町
内
各
団
体
の
み
な
さ
 

ん
や
 84 

ミ
ス
ほ
ほ
え
み
の
増
田
咲
子
さ
 

ん
、
長
崎
弘
子
さ
ん
も
参
加
し
て
、
駅
 

前
や
各
保
育
所
前
な
ど
で
人
権
の
高
揚
 

を
訴
え
ま
し
た
。
 

ま
た
、
九
日
は
同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
で
 
「
人
権
尊
重
町
民
の
つ
ど
い
」
 
が
 

開
催
さ
れ
、
旬
間
に
先
だ
ち
町
内
の
小
 

‘
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
人
権
標
語
・
 

ポ
ス
タ
ー
の
入
選
者
の
表
彰
や
作
文
の
 

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
あ
と
の
筑
後
市
の
主
婦
、
久
保
 

正
子
さ
ん
の
 
「
女
性
と
し
て
母
親
と
し
 

て
女
と
し
て
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、
 

「
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
や
習
慣
 

社
会
観
念
の
中
に
人
権
を
侵
し
た
事
象
 

は
多
数
あ
る
。
性
に
よ
る
役
割
分
担
が
 

女
性
差
別
で
あ
り
、
貝
原
益
軒
の
『
女
 

大
学
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
三
従
七
去
 

と
言
わ
れ
た
江
戸
時
代
の
女
性
に
起
因
 

し
て
い
る
。
女
性
差
別
は
人
格
に
対
す
 

る
差
別
で
あ
り
、
部
落
差
別
は
生
命
に
 

関
す
る
差
別
で
あ
る
、
両
者
と
も
一
握
 

り
の
支
配
者
の
力
で
、
都
合
の
よ
い
よ
 

う
に
つ
く
ら
れ
た
差
別
で
あ
り
、
私
た
 

ち
は
、
差
別
を
見
抜
き
、
は
ね
返
し
、
 

話
し
合
い
協
力
し
合
っ
て
、
相
手
の
立
 

場
で
物
事
を
考
え
る
力
を
養
っ
て
行
か
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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実
行
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に
は
 

勇
気
が
い
る
が
、
そ
の
一
歩
が
差
別
の
 

健
康
家
族
を
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彰
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年
間
病
院
に
か
か
ら
ず
税
を
完
納
 

十
一
月
二
十
二
日
、
国
民
健
康
保
険
 

加
入
家
庭
の
健
康
優
良
家
庭
表
彰
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
五
十
八
年
度
中
に
家
族
を
 

含
め
て
、
 

一
度
も
病
院
に
か
か
ら
ず
、
 

国
保
税
を
完
納
さ
れ
た
方
、
四
十
九
人
 

を
保
険
思
想
普
及
の
一
環
と
し
て
表
彰
 

し
た
も
の
で
、
町
長
か
ら
記
念
品
と
表
 

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
の
国
保
運
営
は
、
田
川
市
郡
 

で
も
医
療
費
の
支
払
割
合
が
大
き
く
、
 

苦
し
い
財
政
運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

城
野
三
男
さ
ん
（
常
福
）
、
三
隅
タ
 

な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
」
と
女
性
 

の
人
権
を
主
体
に
部
落
差
別
と
の
関
連
 

を
訴
え
ま
し
た
。
 

ト6 年間連続表彰を受けた 

城野三男さんご夫妻， 
トすばらしい作文やポスター・標語を 

発表してくれた小・中学生のみなさん． 

カ
エ
さ
ん
（
高
尾
）
、
宮
井
力
さ
ん
（
 

南
町
）
、
近
藤
隆
市
さ
ん
（
本
町
）
な
 

ど
は
、
昨
年
一
年
間
だ
け
で
な
く
、
四
 

ー
五
年
間
続
け
て
こ
の
表
彰
を
受
け
ら
 

れ
て
お
り
、
 

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
税
 

で
、
も
し
も
の
時
の
大
き
な
負
担
を
カ
 

バ
ー
す
る
と
い
う
国
保
の
相
互
扶
助
に
 

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
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？
獅
子
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い
 

お
正
月
に
獅
子
舞
い
が
見
ら
れ
 

た
の
も
昔
の
話
。
今
で
は
伝
統
芸
 

能
と
し
て
残
っ
て
い
る
く
ら
い
で
 

そ
の
姿
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
 

た。 
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処
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十
二
月
十
六
日
、
 

同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
で
、
町
子
ど
も
会
 

育
成
連
絡
協
議
会
（
 

岩
城
辰
美
会
長
）
主
 

催
の
第
二
回
子
ど
も
 

の
つ
ど
い
が
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
つ
ど
い
は
、
 

町
内
の
子
ど
も
た
ち
 

が
一
堂
に
集
ま
り
、
 

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
 

を
発
表
し
合
い
、
親
 

ぼ
く
を
深
め
今
後
の
 

地
区
子
ど
も
会
活
動
 

を
一
層
充
実
、
発
展
 

さ
せ
よ
う
と
、
昨
年
 

か
ら
年
一
回
行
わ
れ
 

て
い
る
も
の
で
す
。
 

町
内
二
十
五
単
位
 

の
子
ど
も
会
か
ら
八
子
ど
も
会
が
参
加
 

う
ち
六
子
ど
も
会
が
、
劇
、
合
唱
、
演
 

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

西
町
サ
ボ
テ
ン
子
ど
も
会
は
浦
島
太
 

郎
の
劇
に
取
り
組
み
、
小
道
具
、
衣
装
、
 

音
楽
と
す
ば
ら
し
い
演
劇
を
見
せ
て
く
 

れ
ま
し
た
。
 

劇
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
が
、
 

そ
れ
に
致
る
ま
で
の
過
程
は
、
地
域
の
 

子
ど
も
父
母
が
一
体
と
な
り
、
話
し
合
 

い
協
力
し
合
い
、
 
一
つ
の
目
標
を
達
成
 

す
る
と
い
う
、
子
ど
も
た
ち
の
積
極
性
 

協
調
性
を
養
う
上
で
も
、
価
千
金
の
も
 

の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

当
日
、
活
動
成
果
を
発
表
し
た
子
ど
 

も
会
と
発
表
種
目
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
小
藤
団
地
子
ど
 

も
会
廿
合
唱
、
演
奏
 

〇
十
一
支
所
わ
か
ば
 

子
ど
も
会
ー
合
唱
o
 

草
場
子
ど
も
会
ー
劇
 

吉
兆
六
話
〇
大
浦
子
 

ど
も
会
廿
合
唱
〇
三
 

区
子
ど
も
会
廿
合
奏
 

少
年
野
球
『
赤
池
ジ
鍵
タ
』
麟
繋
夢
 

気
難
鱗
鱗
」
」
結
成
 10 
周
年
記
念
大
会
 

十
二
月
二
月
、
町
民
球
場
で
、
町
長
 

杯
争
奪
赤
池
少
年
野
球
大
会
（
赤
池
少
 

年
野
球
後
援
会
廿
木
戸
貴
一
会
長
廿
主
 

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
市
場
小
学
校
の
三
年
生
以
上
 

四
十
八
人
で
構
成
す
る
少
年
野
球
チ
ー
 

ム
『
赤
池
ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ア
ー
ズ
』
の
結
 

成
十
周
年
を
記
念
し
て
開
か
れ
た
大
会
 

で
、
芦
屋
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
な
ど
県
内
の
 

少
年
野
球
チ
ー
ム
八
チ
ー
ム
を
招
待
し
 

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

試
合
は
、
対
直
方
西
戦
で
中
村
芳
久
 

投
手
が
完
全
試
合
を
達
成
す
る
な
ど
し
 

て
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
十
一
月
十
八
日
に
は
田
川
市
 

郡
の
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
田
川
少
 

年
野
球
連
盟
主
催
の
冬
期
大
会
で
初
優
 

J
一 

‘
》
 

‘

、

 

‘
溜
胤
野
却
一
 

叫
“
柵
〉
高
川
●
u
一 

『
蒼
い
会
』
 

山
香
町
青
年
団
と
交
流
 

昨
年
七
月
に
結
成
さ
れ
、
郡
民
体
育
 

大
会
や
子
ど
も
会
キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加
 

文
化
祭
、
秋
祭
り
で
の
バ
ザ
ー
な
ど
、
 

多
様
な
活
動
を
し
て
い
る
赤
池
町
青
年
 

の
会
「
蒼
い
会
」
 
の
み
な
さ
ん
が
十
一
 

月
十
八
日
、
大
分
県
山
香
町
の
青
年
団
 

の
み
な
さ
ん
と
山
香
町
で
研
修
を
兼
ね
 

『
一
 

た
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

討
論
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
懇
 

親
会
と
青
年
活
動
の
運
営
方
法
な
ど
で
 

活
発
な
意
見
を
交
わ
し
、
定
期
的
に
交
 

流
会
を
続
け
る
こ
と
を
約
東
。
友
情
の
 

輪
を
広
げ
ま
し
た
。
 

蒼
い
会
は
、
現
会
長
の
田
中
浩
二
さ
 

ん
（
稲
荷
町
）
が
、
青
年
の
船
に
参
加
 

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
「
赤
池
町
に
は
 

ト昨年7月に結成され、意欲的な活動を見せる「蒼い会」と 

大分県山香町青年冠］のみなさん‘ 

ト亀の背に乗り竜宮城を後にする浦島太郎 - 

西町子ども会のみなさん‘ 

！

一

 ，●J
、

・

 

勝
を
飾
る
な
ど
、
同
チ
ー
ム
は
年
ご
と
 

に
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。
 

トさあ、行くぞガ赤池ジュニアベアーズのナイン． 

町
全
体
を
対
象
に
し
た
青
年
活
動
が
な
 

く
、
活
気
の
不
足
し
た
町
に
な
っ
て
い
 

る
。
そ
れ
が
青
年
の
地
域
離
脱
の
原
因
 

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
」
と
周
辺
の
 

友
人
に
声
を
か
け
、
会
を
発
足
さ
せ
ま
 

し
た
。
 

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
二
十
四
 

人
が
、
「
若
い
時
代
に
主
体
性
や
責
任
感
、
 

協
調
性
な
ど
を
集
団
活
動
を
通
し
て
身
 

に
つ
け
、
そ
れ
を
地
域
活
動
や
個
人
の
 

将
来
に
生
か
そ
う
己
と
い
う
目
的
で
、
 

赤
池
町
を
青
年
の
活
気
の
あ
る
町
に
と
 

の
理
想
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
 

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

な
お
、
会
で
は
入
会
者
を
募
集
し
て
 

お
り
、
希
望
者
は
、
町
教
育
委
員
会
（
 

。
四
一
〇
〇
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

晩
秋
の
 

阿
蘇
路
吟
行
記
 

国
広
喜
代
子
 

さ
る
十
一
月
七
日
阿
蘇
久
住
の
紅
葉
 

探
訪
の
旅
に
出
発
。
久
々
の
雨
に
恵
ま
 

れ
た
筑
豊
路
を
後
に
、
目
的
地
へ
と
車
 

を
駆
る
、
紅
葉
は
色
鮮
で
あ
っ
た
。
 

錦
絵
さ
な
が
ら
の
景
観
に
一
同
目
を
 

奪
わ
れ
通
し
で
、
や
っ
と
標
高
千
米
の
 

宿
泊
地
に
着
い
た
時
に
は
す
で
に
秋
の
 

日
は
と
っ
ぶ
り
と
暮
れ
、
冬
紅
葉
の
木
 

立
に
囲
ま
れ
た
ホ
テ
ル
は
深
い
霧
に
包
 

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
 

滝
し
ぶ
き
ま
で
が
紅
葉
に
染
ま
り
を
り
 

昭
女
 

み
ん
な
】
の
広
場
 

親
ぼ
く
チ
ャ
リ
チ
ィ
1
調
催
 

全
日
本
同
和
ム
隣
赤
り
海
夢
蔀
 

トお年寄りを招待して行われた 

全日本同和会赤池支部の 

チャリティー・パーティ． 

十
二
月
九
日
、
町
民
会
館
で
全
日
本
 

同
和
会
赤
池
支
部
（
久
富
信
義
委
員
長
）
 

主
催
の
第
一
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
 

ケ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
町
民
の
親
ぼ
く
を
は
か
り
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
や
特
別
養
護
老
人
 

ホ
ー
ム
「
慶
寿
園
」
 
な
ど
町
内
の
お
年
 

寄
り
を
招
待
し
て
、
そ
の
健
康
と
長
寿
 

を
祝
う
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
、
得
意
 

の
の
ど
を
披
ろ
う
し
た
り
、
マ
ン
ボ
や
 

ジ
ル
バ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
ダ
ン
ス
を
 

踊
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
 

た。 な
お
、
賛
助
金
の
一
部
は
赤
池
町
社
 

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

事
事
幸
幸
幸
事
寧
幸
幸
事
事
幸
幸
幸
？
ン
幸
幸
事
事
事
詳
事
幸
幸
幸
幸
幸
事
幸
 

・
レ
 

十
一
月
二
十
三
 

県大会で堂々金メダノ 
空手道大会で 

長野君（車道）と田中君（県営伏原） 

日
、
久
留
米
市
総
 

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
 

タ
ー
で
、
福
岡
県
 

空
手
道
連
盟
主
催
 

の
団
体
対
抗
空
手
 

道
大
会
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

県
内
各
地
域
の
 

道
場
か
ら
小
・
中
 

高
・
大
学
生
、
 

一 

般
で
六
百
人
以
ト
 

の
選
手
が
出
場
、
 

熱
戦
を
繰
り
広
げ
 

ま
し
た
。
 

赤
池
空
手
道
支
部
か
ら
は
、
長
野
士
 

郎
く
ん
（
小
六
、
初
段
）
と
田
中
英
行
 

く
ん
（
小
六
、
初
段
）
が
田
川
道
場
代
 

,
J
f
j
プ 

‘噂 

早
発
ち
の
た
め
ら
っ
て
を
る
阿
蘇
の
霧
 

駒
 
女
 

翌
日
は
快
晴
の
久
住
高
原
を
一
路
大
 

観
峰
へ
と
車
を
走
ら
せ
、
途
中
の
ん
び
 

り
と
草
を
食
む
赤
牛
の
群
れ
に
出
逢
っ
 

た
り
、
阿
蘇
盆
地
に
広
が
る
千
枚
田
に
 

藁
塚
の
林
立
す
る
風
景
に
殊
の
外
感
慨
 

を
深
く
し
た
こ
と
で
し
た
。
 

輪
地
切
り
の
現
は
と
な
り
し
大
枯
野
 

は
る
の
女
 

大
観
峰
で
は
五
岳
を
初
め
雄
大
な
阿
 

蘇
の
全
貌
を
眺
望
す
る
事
が
出
来
て
、
 

俳
聖
高
浜
虚
子
先
生
が
曽
て
こ
の
地
で
 

「
秋
晴
れ
の
大
観
峰
に
今
立
て
り
」
 
と
 

詠
ま
れ
た
時
の
感
動
が
そ
の
ま
ま
私
達
 

の
胸
に
伝
わ
っ
て
来
る
思
い
で
し
た
。
 

温
泉
煙
り
の
あ
る
と
き
高
く
紅
葉
消
す
 

高
原
の
彩
と
し
つ
つ
じ
返
り
咲
く
 

雨
 
亭
 

山
の
ま
だ
眠
り
に
つ
け
ぬ
彩
な
り
し
 

牧
閉
づ
る
日
の
近
か
ら
ん
萱
の
色
 

は
る
の
女
 

杉
山
に
彩
を
放
ち
て
櫨
紅
葉
 

む
ち
振
っ
て
枯
野
の
道
を
牛
追
女
 

翠
 

鳴
動
の
今
お
さ
ま
っ
て
阿
蘇
眠
る
 

秋
う
ら
ら
大
観
峰
に
人
散
っ
て
 

人
 

駒
 
女
 

立
冬
や
終
日
霧
の
ホ
句
の
旅
 

今
日
よ
リ
は
矩
燈
用
意
の
句
座
と
な
り
 

寿
 
子
 

晴
き
連
れ
て
鴨
九
重
の
霧
に
消
へ
 

遠
望
す
大
観
峰
の
小
春
か
な
 

大
愚
 

落
し
陽
の
一
水
走
る
草
紅
葉
 

小
春
日
の
阿
蘇
の
五
岳
を
一
望
す
 

表
で
出
場
、
小
学
生
の
部
団
体
三
人
組
 

手
で
三
十
六
団
体
の
中
か
ら
み
ご
と
優
 

勝
の
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
 

今
後
の
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
 

や
六
十
五
年
に
地
元
福
岡
県
で
開
催
さ
 

れ
る
国
体
に
向
け
て
、
赤
池
空
手
道
十
 

の
好
成
績
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
 

ろ
で
す
。
 

ト県大会で堂々金メダル、 

田中英行君（右）と長野士郎君． 
末
 
子
 

足
も
と
も
遠
景
も
阿
蘇
枯
れ
つ
く
す
 

雑
子
鳴
い
て
枯
野
と
化
し
て
ゆ
く
久
住
 

昭
 
女
 

窓
あ
け
て
紅
葉
散
り
来
る
昼
酌
か
な
 

旅
二
日
阿
蘇
の
紅
葉
を
満
喫
す
 
幹
子
 

句
読
点
打
ち
た
る
阿
蘇
の
千
枚
田
 

朝
霧
に
景
を
変
へ
つ
、
九
重
山
 田

鶴
子
 

こ
だ
わ
ら
ぬ
心
も
ち
た
し
紅
葉
晴
 

中
岳
の
噴
煙
は
る
か
裾
紅
葉
 

幸
 
女
 

猪
垣
に
山
家
暮
し
の
苦
労
見
し
 

末
枯
る
る
こ
と
を
拒
み
て
秋
楼
 喜

代
子
 

選
者
吟
 

池
田
一
歩
 

高
原
の
も
の
潔
よ
く
立
ち
枯
れ
て
 

阿
蘇
路
な
る
視
界
を
零
に
し
た
る
霧
 

息
白
く
節
を
曲
げ
ざ
る
話
し
振
り
 

綿
虫
や
昨
日
に
変
る
旅
日
和
 

フ
 

t

》フ 

t

一
一
入
」
U
ノ 

》
一
、
オ
》
一
、
オ
し
肩
せ
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

ひ
び
き
灘
岩
か
却
土
産
秋
の
行
く
 

日
和
よ
き
ラ
ジ
オ
座
友
に
文
化
の
日
 

年
賀
は
が
き
初
冬
の
窓
口
売
り
出
さ
る
 

母
の
会
奉
仕
の
補
修
冬
め
け
る
 

残
り
歯
の
老
化
し
欠
け
る
冬
の
朝
 

か
ら
し
 

酒
含
む
お
で
ん
の
芥
子
効
き
す
ぎ
て
 

湯
豆
腐
の
出
し
汁
加
減
味
上
々
 

十
一
月
熱
意
こ
も
ご
も
謡
会
 

足
拍
子
仕
舞
引
き
立
つ
初
冬
の
会
 

袴
裾
後
見
正
す
初
冬
の
会
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始
め
毒
う
今
、
見
つ
め
よ
う
未
来
 

今

年

は

国

際

青

年

 年
 

未
来
を
築
く
 

そ
れ
は
い
つ
の
時
代
も
青
年
の
役
割
で
す
。
 

家
庭
、
地
域
社
会
、
国
際
社
会
な
ど
青
年
を
取
り
巻
く
“
社
会
）
は
さ
ま
 

ざ
ま
で
す
が
、
青
年
が
自
ら
の
意
思
、
判
断
、
活
動
に
よ
っ
て
積
極
的
に
社
 

会
参
加
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
六
十
年
は
国
連
の
定
め
た
国
際
青
年
年
。
 

「
参
加
・
開
発
・
平
和
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
青
年
が
社
会
参
加
を
 

ど
の
よ
う
に
進
め
、
ま
た
自
分
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
 

り
く
む
べ
き
か
ー
 

国
際
青
年
年
へ
の
青
年
の
主
体
的
、
積
極
的
な
参
加
 

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

わ
が
国
の
重
点
目
標
 

わ
が
国
で
の
、
「
国
際
青
年
年
」
の
重
 

点
目
標
は
次
の
四
つ
で
す
。
 

あ
 

」
 
青
年
の
社
会
参
加
の
促
進
 

報
 

広
 

第264 号 

× / 

昭和60年1月1日 け し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

エンゼルクイズ 

【第104回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題】 明るい選挙推進のために 

政治に対する要求というものは、わがまま 

な無責任なものであってはなりません。 

自分の望む正しい政治の姿を思い浮かべて 

私たちの手でロるい選挙、民口政治が実現す 

る社会にしていきましょう。 

【応募の要領】 

ロの中に文字を人れ、 1 月16日までに赤池 

町役場総務課文書広報ェンゼルクイズ係まで 

お送りください。抽せんで正解者3 人に図書 

券をお贈りします。 

【第103回の解答】 

主権者 政治常識 選挙道徳 

【正解者】 

応募総数7通のうち正解2 通。次の人に図 

書券を送ります。 

レ木下 多賀子 （猿畑） 

レ大久保 香織 （中町） 

〈敬称略〉 

11月末日住民登録 q 

（前月比） 

'fl 9,907( +13 ) 

男 4.705( +2 ) 

女 5.202( + 11) 

帯 3,277( +10 ) 

福祉センター1 月の行事 

【正月休み】 
1日、 2日、 3日 

【休館日】 
7日、14日、15日 
20日、28日 

【仏教講演会】 
1月12日国 
午前11時から 

× 

早期治療でなおる病気です 

慢性胃炎ににている 

胃がんの症状 

胃がんは減ってきていますが、依然として 

日本人にもっとも多いがんです。そのために 

古くから胃がん検診が行われています。 

胃のレントゲン検査で無症状の早期がんの 

発見も可能です。早期に発見された胃がんな 

ら手術療法により、ほぼ100 パーセントなお 

ります。 

胃がんの症状としては特有なものはなく、 

胃の具合が悪い、食欲がない、好みが変わる 

など、いろいろな症状がありますが、慢性胃 

炎でも同じような症状がでます。胃がんはか 

なり進行するまで無症1犬のこともありますの 

で、症状をあでにせず、毎年定期検診を受け 

ることが大切です。 

'‘はたち”になったら国民年金 

乙
 
青
年
の
健
康
・
体
力
の
充
実
 

＆
 
科
学
技
術
や
文
化
の
発
展
に
対
 

す
る
青
年
の
理
解
の
浸
透
 

」
 

国
際
交
流
な
ど
を
通
じ
た
青
年
 

の
相
互
理
解
の
促
進
 

二
十
歳
に
な
る
と
、
成
 

人
と
し
て
多
く
の
権
利
と
 

義
務
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
 

と
も
そ
の
ー
つ
で
す
。
 

い
ま
や
人
生
八
十
年
、
 

こ
の
長
い
人
生
を
豊
か
に
 

ま
た
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
 

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
 

い
の
が
年
金
で
す
。
 

加
入
対
象
者
は
 

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
 

ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
 

船
員
保
険
や
共
済
組
合
と
 

い
っ
た
職
場
の
年
金
制
度
 

に
加
入
し
て
い
な
い
農
林
 

漁
業
、
商
業
自
由
業
や
サ
 

ー
ビ
ス
業
な
ど
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
 

人
た
ち
と
そ
の
家
族
は
、
す
べ
て
加
入
 

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
、
昼
間
部
 

i 》‘7

陶
 g 

Z：、 △ △ △ △ △ △ △ △ 

●進行期別にみた胃がんの5年生存率 

1期 2期 3期 4期 

の
大
学
生
は
希
望
で
、
加
入
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

こ
ん
な
と
き
こ
ん
h
釜
金
が
つ
け
ら
れ
ま
す
 

歳
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
、
病
 

気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障
 

害
年
金
、
 

一
家
の
働
き
手
を
亡
く
し
て
 

母
子
家
庭
と
な
っ
た
と
き
の
母
子
年
金
 

な
ど
が
支
給
さ
れ
、
年
金
で
所
得
を
保
 

障
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

保
険
料
は
、
だ
れ
で
も
同
じ
六
千
一
一
 

百
二
十
円
（
六
十
年
四
月
か
ら
は
六
千
 

七
百
四
十
円
の
予
定
）
で
す
。
 

さ
ら
に
申
し
出
て
付
加
保
険
料
四
百
 

円
を
上
積
み
し
て
納
め
る
と
、
将
来
有
 

利
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

加
入
手
続
き
は
も
う
済
み
ま
し
た
か
 

成
人
に
な
っ
た
あ
か
し
と
し
て
、
い
 

ま
す
ぐ
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
 

き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
 

な
た
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
、
よ
り
確
 

か
な
安
定
し
た
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

と
な
っ
て
お
り
、
二
十
一
世
紀
の
世
界
 

を
担
う
青
年
が
、
青
年
に
課
せ
ら
れ
た
 

役
割
、
課
題
を
認
識
し
、
そ
の
課
題
の
 

解
決
に
向
け
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
 

し
、
地
域
お
よ
び
国
の
発
展
に
、
ま
た
 

世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
趣
旨
 

と
し
て
い
ま
す
。
 

ぎ” 

ハW
ぐ
声
て
 

か
ぎ
昌
％
 門J 

レ
 

，

 
ト
 

て
 

k―ー早期がん 

資料：胃がん研究会 

、

 

ヤ
 

川
？
  ノ 

胃がん検診を受けまし ょ う 

●日時：1 月29日中央研修所9時から加時まで 

．対象：40歳以上の人 （受付け） 

●料金：1,000円（ただし70歳以上は無料） 

× 

十
一
月
二
十
九
日
の
献
血
会
で
は
、
 

百
五
十
二
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。
 

次
回
は
、
二
月
に
実
施
し
ま
す
。
 
さ
 

ら
に
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

次
の
方
は
、
十
一
月
三
十
日
時
点
で
 

の
献
血
功
労
者
で
す
。
い
つ
も
優
し
い
 

心
を
あ
り
が
と
う
。
 

〈
敬
称
略
〉
 

〇
香
月
善
美
（
薬
王
寺
）
廿
 45 

回
〇
沼
 

口
富
生
（
上
谷
）
廿
 31 

回
〇
皆
川
保
（
 

車
道
）
廿
 30 

回
〇
橋
口
正
尊
（
職
安
住
 

宅
）
ー
 29 

回
〇
原
口
政
明
（
松
本
）
廿
 

29 

回
〇
立
花
繁
樹
（
松
本
）
廿
 26 

回
o
 

田
島
正
行
（
車
道
）
リ
 24 

同
〇
徳
永
清
 

隆
（
松
本
）
廿
 24 

回
〇
白
石
敏
幸
（
南
 

町
団
地
）
廿
 24 

回
〇
川
口
嘉
人
（
伏
原
 

赤
池
町
立
病
院
内
 

検
査
に
つ
い
て
 

た
だ
今
、
院
内
で
検
査
に
力
を
注
 

い
で
い
る
現
状
の
ー
つ
ゴ
ー
つ
を
紹
 

介
い
た
し
ま
す
。
 

い
か
に
現
在
の
医
学
で
検
査
が
必
 

要
で
あ
る
か
お
知
ら
せ
す
る
に
当
っ
 

て
、
ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
検
査
機
器
 

が
必
要
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
用
途
 

で
患
者
さ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
 

紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

近
頃
、
北
先
生
と
若
い
伊
藤
技
師
 

の
両
先
生
と
で
、
使
用
さ
れ
て
い
る
 

超
音
波
診
断
装
置
と
い
う
機
器
が
あ
 

り
ま
す
。
（
こ
の
機
器
を
エ
コ
ー
と
呼
 

び
ま
す
）
。
 

こ
の
エ
コ
ー
と
い
う
機
器
は
、
約
 

一
千
万
円
も
す
る
も
の
で
す
。
患
者
 

さ
ん
が
、
「
腹
部
が
痛
い
、
重
い
」
な
 

ど
色
い
ろ
の
症
状
を
お
医
者
さ
ん
に
 

訴
え
ま
す
と
、
こ
の
エ
コ
ー
で
、
患
 

者
さ
ん
の
腹
部
（
胆
の
う
、
肝
臓
、
 

勝
臓
、
お
よ
び
腎
臓
）
な
ど
の
検
査
 

を
致
し
ま
す
。
こ
の
エ
コ
ー
は
、
十
 

廿
 23 

回
〇
三
測
元
江
（
本
町
）
ー
 22 

回
 

〇
大
成
潔
（
町
営
伏
原
）
ー
 22 

回
〇
早
 

麻
芳
江
（
北
町
）
廿
 22 

回
〇
古
野
本
徹
 

（
西
ケ
丘
）
ー
 22 

回
〇
柴
田
政
文
（
原
 

田
）
ー
 21 

回
〇
松
尾
花
子
（
中
町
）
廿
 

21 

回
〇
北
川
勝
（
稲
荷
町
）
廿
 20 

回
o
 

木
村
長
徳
（
稲
荷
町
）
廿
 20 

回
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

【
賛
助
会
費
】
 

〇
立
花
建
設
〇
中
辰
組
〇
久
富
建
設
o
 

全
日
本
同
和
会
赤
池
支
部
〇
亀
谷
組
〇
 

香
月
章
〇
高
園
酒
店
〇
藤
高
石
油
店
〇
 

木
下
電
気
店
〇
藤
重
衣
料
品
店
〇
田
中
 

六
助
事
務
所
〇
村
井
理
容
店
〇
吉
田
酒
 

店
〇
小
島
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
〇
山
本
家
 

具
店
o

小
松
産
業
〇
酒
井
組
〇
小
松
組
 

建
設
O
柴
政
建
設
〇
吉
田
運
送
〇
赤
池
 

耐
火
材
料
〇
筑
豊
繊
維
〇
田
中
歯
科
（
り
 

赤
池
商
工
会
〇
早
麻
豊
〇
上
野
焼
協
同
 

一
月
号
の
、
こ
の
項
で
書
い
て
あ
り
 

ま
し
た
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
に
苦
痛
 

を
与
え
ま
せ
ん
の
で
楽
に
検
査
が
で
 

き
ま
す
。
こ
の
エ
コ
ー
に
よ
る
、
八
 

月
か
ら
十
月
ま
で
の
患
者
さ
ん
の
デ
 

ー
タ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。
 

5
受
診
者
数
 
剛
人
の
内
、
 

正
常
 

30 

人
 

胆
の
う
異
常
 
22 
人
 

肝
臓
 
異
常
 
25 

人
 

勝
臓
 
異
常
 
10 

人
 

腎
臓
 
異
常
 
13 

人
 

こ
の
様
に
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
 

の
疾
患
が
、
こ
の
ー
つ
の
機
器
に
よ
 

り
見
い
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
 

現
在
の
医
学
は
早
期
発
見
を
す
る
こ
 

と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
早
 

く
受
診
し
て
早
期
に
見
つ
け
出
す
こ
 

と
に
、
現
在
の
予
防
医
学
が
あ
る
と
 

思
わ
れ
ま
す
。
 

赤
池
町
の
み
な
さ
ん
、
自
覚
症
状
 

の
表
わ
れ
る
前
に
予
防
を
兼
ね
そ
な
 

え
た
受
診
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
 

▼
威
力
を
発
揮
す
る
超
音
波
診
断
装
置
▲
 

組
合
〇
田
川
信
用
金
庫
赤
池
支
店
〇
白
 

川
商
店
〇
八
島
釣
具
店
〇
藤
田
商
店
〇
 

真
鍋
商
店
〇
赤
池
事
務
所
〇
焼
肉
ボ
タ
 

山
〇
亀
井
質
店
〇
明
鉱
会
〇
赤
池
郵
便
 

局
〇
今
畑
電
気
店
〇
ダ
イ
コ
ー
赤
池
店
 

〇
明
昭
機
工
〇
下
田
川
ガ
ス
〇
ニ
ュ
ー
 

ラ
ッ
キ
ー
パ
チ
ン
コ
店
〇
赤
池
商
事
o
 

筑
豊
商
会
〇
大
野
組
〇
赤
池
印
刷
〇
藤
 

井
酒
店
 

（ 順
不
同
〕
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
寄
付
】
 

更
生
婦
人
会
一
同
廿
三
万
 

四
千
二
十
五
円
〇
蒼
い
会
廿
カ
セ
ッ
ト
 

テ
ー
プ
 40 

本
〇
全
日
本
同
和
会
赤
池
支
 

部
廿
七
万
一
千
三
百
二
十
円
 

【
香
典
返
し
】
 

金
一
封
 
永
末
 
光
子
 

（
糸
田
町
）
 

金
一
封
 
古
川
 

進
 

（
上
寿
町
）
 

金
一
封
 
橋
本
シ
ゲ
子
 

（
徳
人
原
）
 

( 12 

月
 13 

日
現
在
、
敬
称
略
）
 

I 【福祉バス運行日】 
I 休館日および正月休みを 

I『竪く無， 
I Li貝 云」 

~ 入館者へ自由に舞台を提供 

i します。ご利用ください。 

隣鷺4ufn6 F後3時まで 
 ．ノ 



け
 

第264 号 か い け 昭和60年1月1日 （8 ) あ
 

報
 

広
 

市
場
公
募
債
の
発
行
 

福
岡
県
で
は
、
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
 

り
の
た
め
各
種
公
共
事
業
を
行
っ
て
い
 

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
資
金
需
要
に
こ
た
 

え
る
た
め
次
の
と
お
り
公
募
債
を
発
行
 

し
ま
す
。
 

こ
の
公
募
債
は
、
景
気
の
変
動
に
影
 

響
さ
れ
な
い
利
回
り
で
、
安
全
確
実
に
 

運
用
さ
れ
ま
す
。
 

▽
発
行
総
額
 

85 

億
8
千
万
円
 

▽
利
率
 
年
的
％
 

▽
償
還
期
限
 

10 

年
 

▽
債
券
の
種
類
 

m
万
円
券
、
 
10 

万
円
 

券
、
1
万
円
券
の
三
種
類
 

▽
申
し
込
み
単
位
 
額
面
1
万
円
（
払
 

込
金
9
、
9
5
0
円） 

▽
発
行
予
定
 

1
月
 24 

日
 

▽
申
し
込
み
期
限
 
1
月
 19 

日
 

▽
優
遇
措
置
 
④
＋
特
⑧
で
6
0
0
万
 

円
ま
で
無
税
扱
い
 

▽
申
し
込
み
、
間
合
せ
先
 
最
寄
り
の
 

証
券
会
社
ま
た
は
銀
行
へ
 

公
給
領
収
証
を
 

受
け
と
り
ま
し
よ
う
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
と
は
、
み
な
さ
 

ん
が
料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
 

飲
食
店
、
旅
券
な
ど
を
利
用
さ
れ
た
場
 

合
に
、
そ
の
利
用
料
金
の
十
ダ
ト
が
税
 

金
と
な
り
、
料
金
と
併
せ
て
請
求
さ
れ
 

る
税
で
す
。
 

ま
た
、
仕
出
屋
、
料
理
店
、
飲
食
店
 

等
か
ら
家
庭
や
公
民
館
等
に
出
前
を
受
 

け
た
場
合
も
同
じ
よ
う
に
課
税
さ
れ
る
 

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

いま すか最低賃金” 
【あなたの事業所では、この金額をクリアーしていますか 

て
 

つ
 

知
 

な
お
、
旅
館
で
は
一
人
一
泊
五
千
円
 

以
下
、
飲
食
店
（
仕
出
し
、
出
前
を
含
 

む
）
等
は
一
人
一
回
二
千
五
百
円
以
下
 

の
料
金
に
は
税
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
料
 

理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
は
、
 

す
べ
て
税
が
か
か
り
ま
す
。
 

税
が
つ
い
た
場
合
、
経
営
者
は
み
な
 

さ
ん
に
公
給
領
収
証
を
お
渡
し
す
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
 

と
り
、
お
確
め
く
だ
さ
い
。
 

不
明
な
点
は
、
田
川
財
務
事
務
所
へ
 

云
0
9
4
7
4
1
4
1
8
1
1
1
) 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

次
の
と
お
り
交
通
事
故
相
談
が
行
わ
 

れ
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
 

か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。
 

〇
1

月
8

日
・
飯
塚
市
役
所
 

〇
1
月
 14 

日
ー
田
川
市
役
所
 

〇
1
月
 24 

日
廿
直
方
市
役
所
 

最低賃金の種類 最 低 賃 金 額 

福岡県最低賃金 

（地 域） 

1日3,256円 下記の産業別最低賃金の業種に該当しない産業の使用者および労働者と太 

(⑨ 407円） 枠で囲んだものに適用します。 

福
 

岡
 

県
 

産
 

業
 

別
 

最
 

低
 

賃
 

金
 

食料品 

製造業 

1日3,505円 

（⑧439円） 

繊維産業 
1日3,498円 

（⑤438円） 

① ミシン縫製工のうち技能習得中の者であって、雇入れ後6 月未満のもの 

② 糸巻き、糸繰り、縫製後の糸始末、清掃、片付けその他これらに準ずる 

軽易な業務に主として従事する者にっいては、1 日3,256円（O407円） 

木材・木製 

品製造業 

1日3,702円 

（⑩463円） 

清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な業務に主として従事する者にっ 

いては、 1 日3,妬2円（⑩433円） 

家具・装備 

品製造業 

1日3,462円 

（⑧433円） 

出版・印刷・ 

同関連産業 

1日3,785円 

（⑤474円） 

① 技能習得中の者であって、雇入れ後6 月未満のもの ② 清掃、片付け 

その他これらに準ずる軽易な業務に主として従事する者にっいては、 1 日 

3,489円（⑤437円） 

ゴム製品 

製造業 

1日3,596円 

① 技能習得中の者であって、雇入れ後6 月未満のもの ② バリ取りの業 

務に主として従事する者 ③ 清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な 

業務に主として従事する者にっいては、 1 日3,256円（⑨407円） 
、嚇’4っurii 

ゴム製・プラスチック製履物‘同附属品製造業に係る者にっいては、 1 日 

3,453円（⑨432円） 

窯業・土石 

製品製造業 

1日3,639円 

（⑩455円） 

① 雇入れ後6 月未満の者 ② 清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な 

業務に主として従事する者 ③ 粘土かわら製造業に係る業務に従事する 

者にっいては、 1 日3,520円（⑤440円） 

機械・金属 

製品等 

製造業 

1日3,695円 

（⑩462円） 

① 技能習得中の者であって、雇入れ後6 月未満のもの ② 清掃、片付け 

その他これらに準ずる軽易な業務に主として従事する者 ③ 電気機器製 

造業に係る巻線の業務に主として従事する者にっいては、1日3.521円⑧醐円） 

卸売業・小 

売業（飲食 

店を除く） 

1日3,475円 

（⑩435円） 
飲食店の業務に従事する労働者にっいては、 1 日3,256円（⑤407円） 

自動車 

整備業 

1日3,618円 テープはり、清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な業務に主として従 

（⑤453円） 事する者にっいては、 1 日3,424円（⑤428円） 

★ r 1 日」とは、あなたの事業所で定められている1日の所定労働時間（早出・残業 

などの時間外労働を含まない労働時間）のことです。 

★ ⑩とは賃金の大部分が時間によって定められている者（時間給制の者）に適用す 

る1時間単位の最低賃金のことです。時間給者以外の者（月給者、日給者）には、 

原則として日額の最低賃金が適用されます。 

★ ※精皆勤手当 ※通勤手当 ※家族手当は最低賃金には含まれません。 

★ 労働保険の申告はお済みですか。労働者を1人以上雇っている事業所は、すべて 

労働保険の適用を受けます。保険料は、法定納期日までに納入に、労働災害、通勤 

災害、あるいは失業などに備えてください。 

※ 問い合せは、福岡労働基準局（廿092-411-4861）または田川労働基準監督署 

(ft0947-42-0380)へ 

下田川4カ町連合消防 

●と き 

1 月6 日（日）9:30から 

●ところ 

方城町民グラウンド 

儒蘇器は同町） 


